
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山大学、野尻湖ナウマンゾウ博物館、筑波大学、諏訪湖環境研究センターからなる研究グループ

は、水草が復元しつつある野尻湖の沿岸帯で、水草量と魚類個体数との関係や、捕食者を避けるため

水草を有効に利用する小魚の生態を明らかにし、成果を学術専門誌 Freshwater Biologyに発表し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県（環境部）プレスリリース 令和 7年（2025年）５月 30日 

【研究の概要】 

● 一般に湖の水草帯は小魚の生息空間として重要だと

考えられていますが、魚類による利用や行動の実態は

未解明でした。 

● そこで、近年水草が復元しつつある野尻湖の沿岸帯

において、水草量と魚類個体数との関係や魚の行動

（採餌・捕食回避）を調べました。 

● 調査の結果、水草が多い環境ほど在来魚（主にヨシ

ノボリ稚魚）、外来魚（主にブルーギル稚魚）とも

に密度が高い傾向がありました。 

● 行動解析により、水草の中で小魚は、大型の捕食者

（主にコクチバス）を効果的に避け、採餌行動を

変化させることがわかりました。 

【研究の意義】 

現在、国内の多くの湖沼で、ブラックバスなど肉食性

外来魚の増加により、在来魚が捕食の脅威にさらされて

います。今回得られた水草の重要性に関する知見を活

用し、諏訪湖環境研究センター等では県内湖沼におけ

る生物多様性保全に関する研究を今後も進めてまいり

ます。 

※掲載誌リンクＵＲＬ 

 https://doi.org/10.1111/fwb.70045 

※詳細は共同プレスリリースをご覧ください 

https://www.u-toyama.ac.jp/news-press/113720/ 

 

(問合せ先) 

環境部水大気環境課水環境保全係 

馬島、鎌田 

電話 026-235-7162（直通） 

F A X：026-235-7366 

E-mail mizutaiki@pref.nagano.lg.jp 

～豊富な水草帯は多くの小魚を育む～ 

野尻湖で水草帯を利用する魚の生態を明らかにしました 

(問合せ先) 

諏訪湖環境研究センター調査研究部 

北野、宮坂、柳生、筒井 

電話 0266-78-0151（代表） 

F A X：0266-78-0154 

E-mail lskanken-chosa@pref.nagano.lg.jp 

野尻湖の水草帯 

写真提供：富山大学 

水草帯（エゾヒルムシロ、セキショウモ、エビ

モ）を利用する魚類（コクチバス：左上、ヨシ

ノボリ稚魚：左中、ブルーギル：右下）  

写真提供：富山大学 

こざかな はぐく 


